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２
０
１
６
年
三
重
映
画
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

特
集
Ⅱ 

東
ア
ジ
ア
『
名
作
戦
争
映
画
』
上
映
会 

 

昨
年
の
『
ナ
ン
バ
ー
テ
ン
ブ
ル
ー
ス
さ
ら
ば
サ
イ
ゴ
ン
』
に
続
い
て

今
年
も
長
田
紀
生
脚
本
の
映
画
『
軍
旗
は
た
め
く
下
に
』
の
上
映
会
を

計
画
し
ま
し
た
。
同
時
に
ベ
ト
ナ
ム
映
画
『
Ｄ
Ｏ
Ｎ
Ｔ 

Ｂ
Ｕ
Ｒ
Ｎ
』

～
ト
ゥ
イ
ー
の
日
記
を
燃
や
す
な
～
を
上
映
い
た
し
ま
す
。 

 

昨
年
の
上
映
会
を
通
じ
て
、
日
系
南
米
人
を
は
じ
め
フ
ィ
リ
ピ
ン
や

ベ
ト
ナ
ム
等
か
ら
、
多
数
の
外
国
人
が
三
重
県
内
に
居
住
し
て
い
る
こ

と
を
知
り
ま
し
た
。「
面
白
く
な
け
れ
ば
映
画
で
は
な
い
」
が
口
癖
の

長
田
が
、
重
い
テ
ー
マ
の
結
城
昌
治
原
作
直
木
賞
作
品
を
、
ど
の
よ
う

に
料
理
し
た
の
か
、
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。
面
白
く
映
画
を
観
た
あ 

と
に
残
る
余
韻
か
ら
、
激
動
の
時
代
を
迎
え
て
い
る
世
界
の
中
で
、
日

本
人
が
そ
し
て

東
ア
ジ
ア
諸
国

の
人
々
が
、
現
在

を
考
え
る
契
機

と
な
る
も
の
と

確
信
し
て
い
ま

す
。 

 
 

 

         

 

東
ア
ジ
ア
『
名
作
戦
争
映
画
』
上
映
会 

と
き 

２
０
１
６
年
１
１
月
３
日
（
木
・
文
化
の
日
） 

と
こ
ろ 

四
日
市
市
文
化
会
館 

第
２
ホ
ー
ル 

【
午
前
の
部
】
１
０
時
～ 

 
 

 
 
 
 

 
 

ベ
ト
ナ
ム
映
画 

『
Ｄ
Ｏ
Ｎ
Ｔ 

Ｂ
Ｕ
Ｒ
Ｎ
』 

【
午
後
の
部
】
１
３
時
～ 

 
 
 
 

 
 

日
本
映
画 

 
 

『
軍
旗
は
た
め
く
下
に
』 

 
 
 
 

 
 

ト
ー
ク 

 
 

 
 

 

同
脚
本 

長
田
紀
生 

 

ＤＯＮＴ ＢＵＲＮ 

軍旗はためく下に 
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『
Ｄ
Ｏ

’Ｎ
Ｔ 

Ｂ
Ｕ
Ｒ
Ｎ
』
評 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

中
村
藤
生 

ス
タ
ッ
フ 

 

１
９
７
０
年
、
南
北
ベ
ト
ナ
ム
の
政
治
的
境
界
線
、
北
緯
一
七
度
線

に
近
い
北
ベ
ト
ム
軍
と
ゲ
リ
ラ
の
小
さ
な
野
戦
病
院
に
女
医
ト
ゥ
イ

ー･

チ
ャ
ム
は
い
た
。
ハ
ノ
イ
の
医
科
大
学
を
卒
業
間
も
な
く
、
志
願

し
て
激
戦
の
最
前
線
で
献
身
的
に
活
動
し
て
い
た
。
そ
し
て
医
師
で
あ

る
前
に
豊
か
な
情
感
を
持
つ
一
女
性
で
あ
っ
た
。
夜
間
は
ト
ー
チ
ら
ん

ぷ
の
灯
り
で
日
記
を
綴
っ
て
い
た
。
本
作
品
は
こ
の
日
記
を
元
と
す
る

と
共
に
、
戦
争
の
中
で
主
を
失
っ
た
日
記
が
３
０
数
年
を
経
て
ト
ゥ
イ

ー
の
母
親
に
帰
る
運
命
と
関
わ
っ
た
人
々
を
描
い
た
ダ
ン
・
ニ
ャ
ッ

ト
・
ミ
ン
監
督
積
年
の
思
い
が
幾
重
に
も
重
な
っ
た
映
画
で
あ
る
。 

こ
こ
か
ら
本
作
品
映
画
の
あ
ら
す
じ
的
な
こ
と
を
言
っ
て
も
意
味

も
な
い
。
今
秋
、
四
日
市
で
「
名
作
戦
争
映
画
」
と
冠
し
て
本
作
品
と

１
９
７
０
年
に
公
開
さ
れ
た
『
軍
旗
は
た
め
く
下
に
』を
上
映
し
ま
す
。

こ
の
２
作
品
に
共
通
す
る
と
こ
ろ
は
、
女
性
が
主
役
で
あ
る
こ
と
。
戦

争
は
男
達
が
始
め
る
。
結
果
を
引
き
受
け
る
の
は
い
つ
も
命
の
源
で
あ

る
女
性
で
あ
る
。
ト
ゥ
イ
ー
の
日
記
に
は
、
か
け
が
え
の
な
い
日
常
の

心
情
が
淡
々
か
つ
赤
裸
々
に
記
さ
れ
て
い
る
。
戦
地
か
ら
持
ち
帰
っ
て

い
た
米
軍
士
官
フ
レ
ッ
ド
は
日
記
と
長
年
の
煩
悶
を
経
て
ト
ゥ
イ
ー

の
母
親
に
返
す
こ
と
が
で
き
た
。 

 

『
Ｄ
Ｏ
Ｎ
Ｔ 

Ｂ
Ｕ
Ｒ
Ｎ
』 

２
０
０
９
年 

ベ
ト
ナ
ム 

１
０
５
分 

 
 

原
作 

ダ
ン
・
ト
ゥ
イ
ー
・
チ
ャ
ム
「
ト
ゥ
イ
ー
の
日
記
」 

 
 

脚
本
・
監
督 

ダ
ン･

ニ
ャ
ッ
ト･

ミ
ン 

 
 

出
演 

ミ
ン･

フ
ー
ン(

越)

、
マ
シ
ュ
ー･

コ
ー
ク
ス(

米)  
 

 

後
半
の
場
面
で
ト
ゥ
イ
ー
、
フ
レ
ッ
ド
の
そ
れ
ぞ
れ
の
母
の
姿
は
こ

の
映
画
に
現
実
性
と
重
さ
を
加
え
て
、
平
和
へ
の
想
い
を
娘
・
息
子
か

ら
母
が
受
け
つ
い
て
い
る
姿
が
描
か
れ
て
い
る
。
脚
本
は
原
作
の
日
記

を
ベ
ー
ス
に
米
・
越
の
関
わ
っ
た
人
間
を
よ
く
映
像
に
ま
と
め
て
い
る
。 

 
 脚

本･

監
督
の
ダ
ン･

ニ
ャ
ッ
ト･

ミ
ン
氏
は
１
９
３
８
年
ベ
ト
ナ
ム 

の
古
都
フ
エ
生
ま
れ
。
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
中
の
６
５
年
頃
か
ら
記
録
映
画

を
撮
り
始
め
７
５
年
か
ら
は
劇
映
画
を
制
作
。
日
本
映
画
『
羅
生
門
』

『
裸
の
島
』、
そ
し
て
小
津
安
二
郎
に
深
い
感
銘
を
受
け
た
。
と
語
っ

て
い
る
。
ミ
ン
監
督
は
「
ベ
ト
ナ
ム
の
現
実
か
ら
生
ま
れ
る
ベ
ト
ナ
ム

人
の
心
、
喜
び
、
悲
し
み
、
幸
せ
、
苦
し
み
だ
け
を
映
画
に
す
る
こ
と

を
確
信
し
た
」
と
い
う
。 

（
ア
ジ
ア
フ
ォ
ー
カ
ス
福
岡
国
際
映
画
祭
へ
の 

メ
ッ
セ
ー
ジ
）
か
ら 
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『
軍
旗
は
た
め
く
下
に
』
評 

 
 
 
 

林 

久
登 

ス
タ
ッ
フ 

  

昨
年
、『
野
火
』
を
見
た
後
、
た
ま
た
ま
４
４
年
前
の
深
作
欣
二
監

督
映
画
、『
軍
旗
は
た
め
く
下
に
』（
１
９
７
２
年
）
を
見
る
機
会
が
あ

っ
た
。
ず
っ
し
り
と
手
応
え
の
あ
る
作
品
で
、
『
野
火
』
の
印
象
は
吹

っ
飛
ん
だ
。 

映
画
は
『
野
火
』
と
同
じ
よ
う
に
、
第
二
次
世
界
大
戦
末
期
の
ニ
ュ

ー
ギ
ニ
ア
戦
線
に
お
け
る
飢
餓
の
戦
場
を
描
い
て
い
る 

 

『
軍
旗
は
た
め
く
下
に
』
１
９
７
２
年 

 

東
宝 

 
９
６
分 

監
督 

深
作
欣
二 

脚
本 

新
藤
兼
人
、
長
田
紀
生
、
深
作
欣
二 

原
作 

結
城
昌
治 

出
演 

丹
波
哲
郎
、
左
幸
子
、
中
村
翫
右
エ
門 

江
原
真
二
郎
、
夏
八
木
勲 

 

カ
ラ
ー
映
像
の
中
に
、
戦
闘
場
面
に
は
白
黒
の
固
定
写
真
を
自
在
に

割
り
込
ま
せ
、
当
時
の
戦
場
の
臨
場
感
を
出
し
て
い
る
。
手
持
ち
カ
メ

ラ
を
振
り
回
し
、
大
音
響
で
恐
怖
を
つ
の
る
『
野
火
』
と
は
別
の
手
法

だ
が
、
思
い
の
ほ
か
効
果
は
あ
る
。
問
題
の
人
肉
シ
ー
ン
。
こ
れ
は
見

て
の
お
楽
し
み
、
手
を
出
す
ま
で
の
細
部
の
描
写
が
素
晴
ら
し
い
。 

                    

軍旗はためく下に ©１９７２東宝 
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敗
走
す
る
日
本
兵
。
本
部
か
ら
の
指
令
を
無
視
し
、
全
員
で
敵
陣
へ

切
り
込
も
う
と
す
る
上
官
と
、
無
謀
な
行
為
を
止
め
よ
う
と
す
る
主
人

公
ら
は
、
争
い
に
な
る
。
や
が
て
、
そ
れ
が
明
る
み
に
な
り
、
上
官
に

背
い
た
罪
で
仲
間
３
人
と
処
刑
さ
れ
る
。
こ
の
海
岸
で
の
最
期
の
シ
ー

ン
が
絵
的
に
素
晴
ら
し
い
。
カ
メ
ラ
は
ロ
ン
グ
に
引
き
、
荒
涼
と
し
た

砂
浜
に
正
座
し
た
３
人
の
姿
を
撮
っ
て
い
る
。
理
不
尽
な
軍
の
ル
ー
ル

に
よ
り
、
異
国
で
命
を
棄
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
男
た
ち
の
無
念
さ
が

伝
わ
っ
て
来
る
。 

映
画
は
後
半
、
生
き
残
っ
た
帰
還
兵
３
人
に
主
人
公
の
未
亡
人
が
戦

場
で
何
が
起
こ
っ
た
か
知
り
た
く
て
聞
い
て
回
る
シ
ー
ン
が
中
心
と

な
る
。
す
る
と
３
人
と
も
話
が
食
い
違
い
、
そ
の
都
度
帰
還
兵
の
視
点

で
戦
地
の
シ
ョ
ッ
ト
が
映
さ
れ
る
。
未
亡
人
は
真
実
を
知
り
た
く
て
、

何
度
も
何
度
も
、
食
い
下
が
っ
て
聞
く
こ
と
で
、
徐
々
に
真
相
が
あ
ぶ

り
だ
さ
れ
る
。
こ
の
プ
ロ
セ
ス
が
素
晴
ら
し
い
。
人
間
が
生
き
延
び
る

た
め
に
は
、
い
か
に
自
己
中
心
的
に
な
る
か
、『
羅
生
門
』
を
彷
彿
と

さ
せ
る
も
の
が
あ
る
。 

 

強
制
的
に
軍
隊
に
入
れ
ら
れ
、
非
人
間
的
な
組
織
の
き
ま
り
に
縛
ら

れ
敗
走
す
る
日
本
軍
。
戦
場
の
中
で
生
き
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の

か
、
戦
争
と
い
う
事
態
に
駆
り
立
て
た
天
皇
責
任
ま
で
踏
み
込
ん
で
い

る
。
見
事
と
い
う
ほ
か
な
い
。
怖
い
も
の
知
ら
ず
の
新
進
気
鋭
の
当
時

３
０
歳
の
長
田
、
４
２
歳
の
深
作
の
２
人
が
、
タ
グ
を
組
ん
で
作
り
上

げ
た
執
念
の
作
品
だ
。『
野
火
』
な
ど
歯
牙
に
も
か
か
ら
な
い
。
今
、

こ
れ
だ
け
の
映
画
を
作
る
覚
悟
の
監
督
が
い
る
だ
ろ
う
か
。
映
画
界
は

変
に
シ
ュ
リ
ン
ク
し
て
い
る
。
も
っ
と
タ
ブ
ー
に
も
果
敢
に
挑
戦
す
る

映
画
作
家
は
い
な
い
の
か
。
４
４
年
前
の
作
品
を
凌
駕
す
る
も
の
が
出

て
こ
な
い
と
は
寂
し
い
で
は
な
い
か
。 

 

時
代
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ 

 
 

 
 

長
田
紀
生 

脚
本
家 

 
 
 
 

 

１
９
７
２
年
（
昭
和
４
７
年
）
―
―
。 

そ
の
年
の
１
月
２
４
日
、
横
井
正
一
元
帝
国
陸
軍
軍
曹
が
、
グ
ア
ム

島
で
２
８
年
ぶ
り
に
救
出
さ
れ
た
。
多
く
の
日
本
人
に
と
っ
て
、
忘
れ

か
け
て
い
た
戦
争
の
記
憶
が
否
応
な
く
呼
び
覚
ま
さ
れ
る
出
来
事
だ

っ
た
。 

 

札
幌
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
幕
、
連
合
赤
軍
の
集
団
リ
ン
チ
殺
人

事
件
、
あ
さ
ま
山
荘
事
件
、
更
に
は
高
松
塚
古
墳
の
彩
色
壁
画
発
見
、

ノ
ー
ベ
ル
賞
作
家
・
川
端
康
成
の
自
殺
、
沖
縄
返
還
に
関
わ
る
ア
メ
リ

カ
と
の
密
約
を
暴
露
し
た
外
務
省
極
秘
電
報
の
漏
洩
等
々
、
こ
の
年
の

春
に
は
様
々
な
事
件
が
重
な
っ
た
。
５
月
、
沖
縄
返
換
。
誤
っ
た
戦
争

の
重
要
な
オ
ト
シ
マ
エ
の
一
つ
で
あ
り
、
沖
縄
県
民
の
悲
願
で
も
あ
っ
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た
筈
の
祖
国
復
帰
だ
が
、
そ
の
内
実
は
極
め
て
不
平
等
で
あ
り
、
沖
縄

の
犠
牲
を
更
に
深
刻
化
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
９
月
の
日
中

国
交
回
復
、
こ
れ
も
ま
た
同
様
に
、
戦
争
の
オ
ト
シ
マ
エ
で
あ
り
、
日

本
の
ア
ジ
ア
諸
国
に
対
す
る
責
任
の
あ
り
方
を
考
え
さ
せ
る
も
の
だ

っ
た
筈
だ
。
７
月
、『
日
本
列
島
改
造
論
』
を
引
っ
下
げ
て
田
中
角
栄

内
閣
が
誕
生
し
た
。
沈
滞
ム
ー
ド
を
強
め
て
い
た
景
気
の
回
復
と
高
度

経
済
成
長
を
な
お
も
促
進
し
よ
う
と
す
る
政
財
一
体
と
な
っ
た
意
図

が
そ
こ
に
は
あ
っ
た
。
だ
が
、
既
に
列
島
を
深
く
蝕
ん
で
い
た
公
害
、

環
境
破
壊
、
構
造
的
格
差
の
実
態
を
、
こ
の
改
造
論
は
ほ
と
ん
ど
無
視

し
て
い
た
。
人
々
は
土
地
ブ
ー
ム
に
狂
奔
し
、
バ
ブ
ル
へ
の
道
を
突
き

進
み
、
そ
の
一
方
で
、
水
俣
、
阿
賀
野
川
水
銀
汚
染
、
富
山
イ
タ
イ
イ

タ
イ
病
、
四
日
市
ぜ
ん
そ
く
等
々
が
、
悲
惨
な
状
況
を
垂
れ
流
し
に
し

て
い
た
の
で
あ
る
。 

『
軍
旗
は
た
め
く
下
に
』
は
そ
う
い
う
時
代
の
真
っ
た
だ
中
で
制

作
さ
れ
た
映
画
で
あ
る
。
時
代
状
況
を
見
つ
め
る
監
督
や
脚
本
家
た
ち

の
視
点
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
、
是
が
非
で
も
作
ろ
う
と
し
た
意
図
は
何

か
…
…
、
些
か
な
り
と
も
感
じ
と
っ
て
頂
け
れ
ば
冥
利
に
尽
き
る
。『
軍

旗
は
た
め
く
下
に
』
は
ま
ぎ
れ
も
な
く
『
昭
和
』
の
映
画
で
あ
る
。
一

人
一
人
の
人
間
と
同
じ
よ
う
に
、
時
代
に
も
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
あ 

る
と
す
れ
ば
、『
昭
和
』
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
『
平
和
へ
の
決

意
と
覚
悟
』
だ
と
私
は
思
っ
て
い
る
。
平
和
の
対
語
は
、
戦
争
、
核
兵

器
、
テ
ロ
リ
ズ
ム
、
差
別
、
偏
見
、
更
に
は
原
発
、
基
地
、
安
保
法
制
、

憲
法
改
正
ｅ
ｔ
ｃ
、
ｅ
ｔ
ｃ
。
今
、『
昭
和
』
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

が
危
機
に
瀕
し
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
て
な
ら
な
い
。
上
映
会
当
日
、

映
画
制
作
の
実
情
と
共
に
、
そ
の
こ
と
を
観
客
の
皆
さ
ん
と
話
し
合
い

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 
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